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平成２６年度 市民と議会の対話集会 

議会と語ろう 2014 ～環境～ 

アンケート調査 結果報告書 

 

 

平成２６年１２月 

主催 甲斐市議会 

アンケート調査 受付・アンケート係 

                                   

 

○調査の対象   

議会と語ろう２０１４の参加者 

○アンケート実施日 及び 実施場所  

平成２６年１１月１９日（水）竜王北部公民館４階ホール 

○回答者数   

７２人 （参加者１１６人） 

○集計結果の見方 

 ・調査結果の円グラフでは、構成比率（パーセント）において、小数点以下をお

おむね四捨五入しています。 

  ・設問中、複数回答を可としたものについては、回答者数が全体より多くなって

います。 
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議会と語ろう2014 

甲斐市議会は、本年４月の改選で選ばれた新たなメンバー22 人により、5 月から

新任期をスタートさせました。 

対話集会は３回目となりますが、今回は、新たなメンバーでの、はじめての集会で 

あり、全議員合同で開催をいたしました。  

「議会と語ろう2014」と題し、テーマを「環境」として開催したところ、116人

（男性84人、女性32人）の皆様にご参加をいただきました。 

ご参加いただきました皆様に心から感謝申し上げます。 

 

 

アンケート集計結果 

全参加者116人中、72人の皆さまからアンケートの回答をいただきました。 

回答率は62％でした。 

 

年代 

回答者の年代は、60歳代以上の方が、67%と最も多く、30歳代は、3%でした。 

 

年代 人数 割合 

60歳代 48人 67% 

50歳代 14人 19% 

40歳代 8人 11% 

30歳代 2人 3% 

20歳代 0人 0% 

合計 72人 100% 

 

 

60歳代

67%

50歳代

19%

40歳代

11%

30歳代3% 20歳代0%
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性別 
回答者の性別は、男性69％、女性31%でした。 

 

性別 人数 割合 

男 47人 69% 

女 21人 31% 

合計 68人 100% 

 

※無回答 ４人 

 

 

職業 

回答者の職業は、60歳以上の参加者が多かったことから、「無職・主婦」の方が53%

を占めていました。 

「その他」の方は、農業従事者、パート勤務の方でした。 

 

職業 人数 割合 

無職 23人 34% 

主婦 13人 19% 

自営業 12人 18% 

公務員 8人 12% 

会社員 7人 11% 

その他 4人 6% 

合計 67人 100% 

 

※無回答 ５人 
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女 31%
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１．本日の対話集会の開催を何で知りましたか。（複数回答可） 

開催を知った方法については、チラシにより知った方が 51%と最も多く、次に、知

人・友人からが30%という回答でした。 

その他として、回覧、趣味の会、学校のお知らせでした。 

 

方法 複数回答 割合 

チラシ 38人 51% 

知人・友人 22人 30% 

ホームページ 6人 8% 

ポスター 2人 3% 

その他 6人 8% 

合 計 74人 100% 

 

２．今回のテーマ「環境」の内容についてはいかがでしたか。 

（複数回答可） 

テーマについては、88%の皆さんに、「良い・普通」という評価をいただきました。 

その他として、「目標に対する具体的案を提示してほしい」「テーマをしぼったことが

良かった」などのご意見をいただきました。 

 

テーマ 複数回答 割合 

良 い 44人 68% 

普 通 13人 20% 

どちらでもない 4人 6% 

その他 4人 6% 

合 計 65人 100% 

※無回答 ８人 
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３．対話集会に参加して、今後の議会・議員に求めることは。 

（複数回答可） 

今後の議会・議員に求めることについては、資質の向上が 45%と最も多く、情報公

開26%、説明責任25%とつづきました。 

その他として、「政策提言」「誠意」「大幅な改革を求める」とのご意見をいただきまし

た。 

 

議員に 

求めること 
複数回答 割合 

資質の向上 33人 45% 

情報公開 19人 26% 

説明責任 18人 25% 

その他 3人 4% 

合 計 73人 100% 

※無回答 12人 

 

４．今回で3回目の対話集会ですが、今後も参加されますか。 

 

今後の対話集会に「参加する」に73%の回答をいただきました。 

その他では、「次回のテーマにより参加を決める」というご意見でした。 

 

今後の参加 人数 割合 

参加する 52人 73% 

参加しない 1人 1% 

どちらでもない 13人 18% 

その他 5人 7% 

合 計 71人 100% 

※無回答 1人 
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５．今後、取り上げて欲しいテーマは。（複数回答可） 

今後、取り上げてほしいテーマとしては、「まちづくり」が37%と最も多く、続いて、

「福祉」が27%、「財政全般」が20%でした。 

その他としては、「市の予算内容を説明」「温暖化対策」のほか、「今回の環境やゴミ問

題について、定期的に開催してほしい」とのご意見もいただきました。 

 

今後のテーマ 人数 割合 

まちづくり 32人 37% 

福祉 23人 27% 

財政全般 17人 20% 

教育・子育て 11人 13% 

その他 3人 3% 

合 計 86人 100% 

※無回答 9人 
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自由記入欄 

● テーマ「環境」について 

１ ゴミの減量化について、個人の行動意識が大切であると感じた。 

２ より多くの有価物回収ができるよう各自治体で考えてほしい。 

３ ダンボールや古雑誌のステーションもほしい。 

４ ゴミの減量化は、個人の意識の問題。 

５「生ゴミひとしぼり運動」をしてはどうか。（複数あり） 

６ 各自治体の有価物回収日を、前日・当日に放送すれば、もっと集まる。 

７ 甲斐市としてどのような取り組みをするのかが見えてこない。 

「リサイクルの心得 10 か条」は一般的。甲斐市らしい取り組みを考えてほしい。 

８ ゴミ処理に関しては生ゴミが一番のネックになっている。 

ひとり一人が気を配り水分を減らしていかなくては。ネットを配布しては。 

９ ゴミの減量は業界が対応することで効果が上がる。返礼の包装は過剰すぎる。 

10 まずは市民ひとり一人ができる具体的なスローガンを作り推進したらどうか。 

まずはできる運動からはじめるべき。 

11 ゴミステーションはありがたいので、もっと作ってほしい。 

 

 

●「議会と語ろう 2014」について 

１ 対話集会の意義は何かを参加者が理解していない。 

執行部の集会とは異なる。今後の議会活動を期待する。 

２ 集会がはじまり、説明する議員に対し「座ったままだ」とか騒ぐ人がいたが、騒ぐ 

ほどのことか。途中退席することも失礼。空気が乱れるではないか。 

３ 一部の議員は、質問に対し、その場しのぎの返答をしているように聞こえた。 

質問者も即答を望んでいるようなおかしな質問であった。また次回も来たい。 

４ 冒頭、音が出なかったのが残念である。 

５ 今後も議会との会は必要である。これからの市の発展のため議員には力を発揮し 

ていただきたい。 

６ 意見交換・質問の時間が短い。対話をする時間を確保してほしい。（複数あり） 

７ 説明が長すぎた。 

８ 議員は市職員の代弁者になりがちであったが、議員個人の意見を述べてほしい。 

９ 質問者の発言内容を端的に集約させる方法の再考願う。 

10 参加者を増やすためには地域別も必要である。年ごとに地域で行う検討を。 

11 議会報告は、議会だよりがあるので不要では。 

12 議員の答えは、もっと的確にしてほしい。質問を聞いていないのではと思わせる 

ピントのずれた答えをする議員がおり、がっかりした。 
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13 市から提出されたデータの裏側を学習してほしい。上っ面すぎる。 

14 質問者に対しては誠意を持って答弁してほしい。 

15 前回までのように３カ所での開催として参加しやすい環境づくりをお願いしたい。 

16 「こんな対策を考えているけどいかがか。」のような議会からの提案はないのか。 

17 事前に意見を寄せた人の内容を、あらかじめ参加者に知らせておくと良かった。 

 

 

●「議会」について 

１ 政務活動費は、今後すべて報告・説明をしてほしい。 

または、活動予定などを市民に情報公開してはいかがか。 

２ 議会が承認した予算について、市民に説明するのも議員の役割である。 

 要望は区長がいる。区長会と議会の意見交換会の実施をしてほしい。 

３ インターネット中継（録画中継）をもう少し早く見たい。 

４ 具体的な問題について、議員と当事者との話し合いが持てる条件を整えてほしい。 

５ 議員の更なる勉強をお願いする。 

 

 

● その他のご意見等 

１ 区の役員はほとんど男性で、男性社会そのもの。女性が進出するのに何が邪魔を 

しているのか。区ではなく行政が主体となり考えていただきたい。 

２ 「まあるいおなかのやはたいぬ」の歌詞が長すぎて覚えきれない。 

 

 

 

 

たくさんのご意見・ご提言、ありがとうございました。 

いただきましたご意見・ご提案等は、今後の議会活動の参考とさせていただきます。 
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「議会と語ろう2014」を実施して 

今回は、議会改革特別委員会の委員8人を中心に、全議員22人で開催いたしまし

た。 

これまでの２回の対話集会を振り返り、これまでとは違う取り組みが必要であると

の考えのもと、まずは、甲斐市全域を対象に、ひとつの会場で行うこととし、テーマ

を、「環境」にしぼることといたしました。 

参加者層に関しては、前回同様に、60 歳以上の男性が多く参加してくださいまし

た。今後に向けては、20歳代・30歳代の方や、女性にもより多く参加いただけます

よう、更なる工夫の必要性を感じました。 

テーマに関しては、約９割の皆様に「良い」との評価をいただき、今後取り組んで

ほしいテーマの項目でも「環境やゴミ問題について、定期的に開催してほしい」との

ご意見をいただきました。今後も、市民の皆様に、より身近で、関心のあるテーマを

設定していきたいと考えます。 

今回も、プロジェクターを利用し「議会報告」を行いました。甲斐市議会の運営、

政務活動費、議会研修の内容などは、議会だよりや市議会ホームページでも報告をし

ておりますが、これからも、あらゆる機会をとらえ、説明・報告をさせていただくこ

とが、議員の務めでもありますので、ご理解いただきたいと存じます。 

今回は、市全域を対象とした「大きな集会」を行いました。 

来年１月３１日には、下今井地区を対象に、はじめてのミニ集会を企画し、現在準備

を進めております。 

市民の皆様の声ひとつひとつを、確実に市政に届けるため、今後も、様々な形での

対話集会を継続していきたいと考えます。 

 

 

議会改革特別委員会 委員長 坂本 一之   


